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（論文内容 の要 旨），

植物、動物、微生物 な どの さまざまな生物が生合成あるいは蓄積す る二次代謝物種 の数 は、約

数百万種類 と推定 されてい る。KNApSAcKCoreDBに は、5万 種 の二次代謝物が、それ らを

生産す る生物情報 とともに格納 されてお り、10万 件の生物種一代謝物情報が格納 され ている。

一次代謝物が工不ル ギーの産出
、細胞 の分裂な ど生命の本的機能 に重要な役割を演ず るのに対

して、二次代謝物 はぐ光対策 、他 の生物 との戦いにおいて必要 とされ る、いわゆる個 々の生物

に固有の生存戦略 として機能を有 し、生物固有の進化 と関連 してその生合成系が構築 された と

考 え られ てい る。そ こで、二次代謝物の類似性 に基づいた生物分類 と、遺伝子の進化系統樹に

よる分類 の共通性 な らびに特異性 について、データ駆動型サイエ ンスによ り検討 した。それぞ

れ の生物 について報告 されてい る二次代謝物の集合間の比較か ら、生物種 の類似性 を検討 した

ところ、代謝物集合 におけるD統 計量 により、食用植物 は、遺伝学 における進化系統 と大き

く関連 があることが示 された。一方、薬用植物 にっいては この傾 向が極めて低い。また、代謝

物集合 における生物間の類似性 を考慮 した、それ ぞれの生物が所有すべき代謝物の予測 におけ

る方法論 を確 立 した。本研究では、ゲノムか らではな く、メタボロミクスか ら生物進化 を解明

しよ うとす る新規方法論な らびに生物の特異性 を評価するこ とが可能 となった。



’氏 名
LIUKANG

（論文審査結果の要旨）

平成29年12． 月22日 に開催 した公聴会 の結果 を参考 に、平成30年2H

9日 に本博 士論文 の審査 を実施 した。

以下 に述べ る通 り、本博士論文 は、本学位 申請者が情報科 学のデニ タサイエ ン

ス分野 で研 究 開発活 動 を続 けてい くた めに必要 十分 な素養 を備 えて い るこ とを

示す もの であ る。

LIUKANGは 、二次代謝物 の類似性 に基づ いた生物分類 と、遺伝子 の進化系統

一樹 に よる分類 の共通性 な らび に特異性 につ いて
、デ ー タ駆動型 サイエ ンスに よ

り解 明 した。，

本論 文 は、情 報科 学 とバイオイ ンフォマテ ィクス の境 界領域 をデー タサイエ

ンスに よ りつ な ぐメタボロ ミクスの発展 に大 き く貢献 す るもので ある。 よって、

本論文 は、博 士 （工学）の学位論 文 と して充分 な価値 が あるもの と認 め る。


